
バス亭の家
-住民が所有する小さな公共 -

卒業設計
都市まちづくりコンペティション優秀賞



これらを結ぶような路線を計画

住宅が持つ駐車場を
バスを待つ場所＝バス亭へ

住人の所有物に。

バス亭は「街の住民」が「他の街の住民」を
招く空間となり、一様だったバス停が色付く

バス路線そのものが地域のための空間となり
住人が作り出す郊外住宅地の新たな居場所となる
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くもんのバス亭
たとえば ,

キッチンのバス亭
たとえば ,

空き部屋貸し出しのバス亭

桜のバス亭

おばあちゃんちのバス亭

ミニシアターのバス亭たとえば ,

たとえば ,

プロレス大好きのバス亭

塔のバス亭

スイカのバス亭

本棚のバス亭

たとえば ,

たとえば ,

たとえば ,

たとえば ,たとえば ,

たとえば ,

スムージのバス亭
たとえば ,

ギャラリーのバス亭
たとえば ,

日曜大工のバス亭
たとえば ,

庭のバス亭
たとえば ,

ニコイチのバス亭
たとえば ,

小料理屋のバス亭
たとえば ,

バスが停まる「バス停」ではなく、人の過ごす「バス亭」を街中に作る。



PROJECT: 毛細血管バス路線

美しが丘の郊外住宅地

高齢化率 : 30%
多摩田園都市計画の最初期の住宅地都心とつながる田園都市線沿線

　敷地は、1960 年代に計画された東急多摩田園都市計画初期の「美しが丘住宅地」である。東急田園都市線「たまプラーザ駅」を最寄駅とする住宅街で、駅近郊に広がる団地地帯を挟み、バス圏内として計画された。依然として都心を
職場に持つ核家族が多く、昼は都内で夜のみ家で過ごす住人が多数派である一方で、高齢になり、住宅地内での生活時間が長くなった住民も存在している。しかし、住宅街は、住宅と道のみで構成され、街の中に住民の過ごす場所は少
なく内部にコンビニエンスストアすらない。街の住人は日用雑貨を揃えるためにもバスで駅に出かけ、バスは日常の一部になっている。また、それにもかかわらず、横浜の起伏の激しい土地では、そのバス停まで道のりも決して楽なも
のではなく、高齢者住宅がの中で孤立させられ、家とともに人生は終えられない。

SITE: 美しが丘郊外住宅地

□神奈川県横浜市青葉区

渋谷

二子玉川

たまプラーザ

たまプラーザ駅のバス利用人数は
渋谷、三軒茶屋に次いで

第 3位

　郊外住宅地のバス停は住宅街の真ん
中に存在し、住人以外の利用はとても
少ない。すでにコモンのような性質を
もち、バスを待つ間に出会う人は、顔
見知りであったりする。この郊外住宅
地の性質は次の 5つにまとめられる。

３. バス停は過ごす場所
待つ空間というのは、特別な場所である。人は、
そこで何かをしながら待つのであって、つまり、
そこで過ごすことが目的となっている。忙しい
現代社会において、誰もがただ、お金もかけず
過ごせる空間は珍しい。

駅 駅駅

家
美しが丘郊外住宅地バス

食材買いに
洋服買いに

日用雑貨買いに

通勤で

フィットネスしに

料理教室へ

カフェに

本屋に

通学で

都心部
電車

１. バス路線は街の動脈
郊外住宅地の内部に何もないため、食材を買うのにも
日用品を買うのにもバスで住宅街の外に出る。駅なし
では存続し得ないし、バス路線なしでも存続し得ない
街である。バス路線が住宅街を生かしている。

住宅街のバス停は、利用者のほとんどを住
民としたバス停。そのため、外部から人が
訪れるディズニランドのようなバス停と
は、大きく異なる。

4. バス停は大きすぎない公共
バス停は、誰もが日々の生活の中で通過する場所と
して住宅街の特異点になっている。

5. バス停は日常が重なる場所
家の中の生活と、社会の中の生活は分
断されている。バス停はその一つの境
となっており、2つの生活が延長され
る可能性を持つ。

住宅地 大社会住宅

バス停

2. バス停は住宅街の玄関□バス停の 5要素

動脈型バス路線
起伏のあるこの町にとっては利用圏が広すぎる

バス停の「バス亭」化
　このように多くの可能性を秘める郊外住宅地のバス停で
あるが、その空間は、非常に貧しい。雨の日も風のひも、人々
は立って一列に並び、街のなかで過ごす稀有な機会は、ほ
んの隙間の出来事になっている。
　このバス停を、バスを待つための亭に作り替え、街の居
場所へ作り替える。



旗をあげて乗る、乗り方

最初の一人が旗を立てる

止まる候補地 ( バス亭 ) がたくさんある

近くで待つ人や 乗るときに旗を倒す

また最初に来た人がどこかに旗を立てる

たとえ短い距離で旗がたっても全てのバス亭に止まる

そこに集まる人新たに旗を立てる人や

10 2 3 4それらを通るようにバス路線を計画 新たにバス亭が生まれれば、バス路線は変化する 家がなくなれば、バス停もなくなる
そして路線もなくなる 街の代謝とともに路線も変わる

家の前にバスが来て欲しい人
待つ空間 (バス亭 ) を家の敷地に作る

新陳代謝する路線
『バス亭』が先にできて、その『バス亭』のある場所をバスが向かう。『バス亭』がなくなれば、バス路線はなくなり、新たに生まれれば、そこを通るように路線を計画する。

　『バス亭』は、住宅や周囲の住民次第で多様なものとなる。細分化した『バス亭』がまちに広がっているため、住民は自分の意思で、まちの玄関を選択し、距離に縛られない共有空間を考えるであろう。
また、バス路線に沿ってまちの公共空間が並ぶことでバス路線自体が、まちのコモンスペースのようになる。最終的に、『バス亭』空間は住民次第で、新しく生まれたり、転居によって消滅することも想定される。
一つのバス停空間がある住宅に生まれた時、その周囲の住宅も『バス亭』空間を構成する一つになり、一帯の車庫空間がまちの玄関として解放され、住民の新たな共有空間となる。

- 脱全体主義 -スキーム : 毛細血管バス路線

『バス亭』を持つ人々

60 代夫婦

30 代夫婦・子ども 3人

子どもが自立し部屋が余り貸し出したい

シェアカーを利用する頻度が高いので車はもういらない

70 代夫婦
高齢化し、運転ができなくなった

50 代夫婦

30 代夫婦

60 代夫婦

60 代男性

近所のバス亭の家が引っ越すとのことで
そろそろ自分たちがバス亭を担おうかと思う

隣の家が『バス亭』を持ったため、自分の家も『バス亭』とし
大きな『バス亭』になる。

小カフェを開くので人に来てもらいやすいところに欲しい。

奥さんが亡くなり、寂しいので人が来て欲しい。『バス亭』を持つ

『バス亭』と繋がるバス

・2階から乗れる

・両側から乗れる

美しが丘の住宅地は擁壁上に立つ住宅が多い。擁壁上の家は高齢にな
ると、家から出るために階段を降りなければならない。そうなると住
まうことが難しくなる。そこで地上 3mの高さでバスに乗れるように
することで住民を救い、生活の一部になる .

美しが丘のバスはバス停での過ごしと繋がったバスになる。
「日野ポンチョ」をベースに改造を施す。

美しが丘のバス亭は、一方通行の道路上にも多くある。それらの道では、
左からだけでなく右側からも乗れる

3.0
m

4.0
m

バス停

6.99m 2.08m

毛細血管路線は、駅に接続した循環路線である。ここに示した路線は、一例として用意したものであり、街の代謝とともに『バス亭』路線は変化する。

: バス亭

20代単身女性
防犯のために、人のよく来るバス亭はむしろ安心できる。
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A

建築：バス亭を所有する -人を招くための空間 -

PrivatePublic

「道の凹み =駐車場」のバス亭化 バスの停車するバス「停」ではなく、人が過ごすバス「亭」
今までバス停は、効率的に回収できるところがバス停であった。バス停は、短い時間であっても人が過ごす場所であり、
本来バスは人のいるところにくるべきものである。この街のバス路線は、バスが止まるところではなく、人が休んだり
休憩したりする場所がバス亭となっていく。そのバス亭の特色は以下のようなものである

2. 空間を大きくするバス亭の時間
小さな建築的要素

1. 主人の個性に色付く、多様なバス亭

�Q�S�J�W�B�U�F

�Q�S�J�W�B�U�F �Q�S�J�W�B�U�F�Q�V�C�M�J�D �Q�S�J�W�B�U�F�Q�V�C�M�J�D

常に解放 家 or 庭

バス亭

�Q�V�C�M�J�D

常に解放
家 or 庭

雨風をしのぐことができる空間
駐車場

車を手放す
車を手放したお金で
バス亭を建設

家や庭

料理を作る

宿題をする

椅子に座る

物を置いておく

「人を招く私有空間」としてのバス亭 住宅に「もたれる」構造
住宅と接続したバス停の場合、住宅に直接接続する構造をとる。住宅の構造体に外から梁をかける。
そこを足がかりに、住宅を構造壁とみなした構造をとる。水平力を住宅に支えてもらう。道に対し
て開かれた空間として道路面に軒をおろすことはせず、妻を見せた建築とした。

柵や擁壁によって道と距離が取られ、道には過ごす場所のない。しかし、道と必ず接続し、道から凹んだような
場所として駐車場がある。バス亭を持つ家は、車を手放し、今まで車のいたば場所を人のための空間、バス亭と
していく。

　バスの来てほしい人は、バス停空間を用意する。この空間は、人を招くため私有地であり、プライベート内のパブリックとして形として存在する。現代の
住宅には失われた客間空間になり、道と接続し街とつながることで、プライベートとパブリックが分断された街に新たなタイプの空間として現れ、郊外住宅
地の街の構造を変えていく。街のバス停は、住民の様々な思惑によって開かれ、それぞれの個性によって多様に色付き、街を住民が豊かにする街となる。

　バス亭は人々を招くための私有地である。客間が消滅した現代の住宅に、バス停という
形で、人を招くための空間が復活する。そしてこの新しい客間は、私有地の中にあるので
はなく、深さのある縁側のような空間となり、プライベートとパブリックが明確に分断さ
れたこの街において、新しいタイプの空間が生まれる。

�Q�S�J�W�B�U�F�Q�V�C�M�J�D�Q�S�J�W�B�U�F �Q�S�J�W�B�U�F�Q�V�C�M�J�D

時間帯によって閉じている奥 解放されたその場所は「客間」となる

共有の収納棚

物の共有いらないものの譲渡

�Ì�µ�U�R�”�‡�p�w���z��
ü�w��
�S�y�K�j�Œ�œ�U�z�†�T�M�S�¡�›	Z�`�o�X�•�h�{


��M
ú�w�h�Š�t�Ê�›	Z�‘�O�q�®�Ê�w�p���¯�t�M�l�h�’�z
�S�y�K�j�Œ�œ�t�&	ï�w
��M
ú�›�T�‡�•�h�{

�H�w�?�>�U
~�•�o�`�‡�l�h�w�p
�¶�Í�T�’�<�l�o�V�h�¶
\�t	��“�8�Q�o�‹�’�l�h

	?�¤�t�s�”�q�z�K�w�S�y�^�œ�j�t�x�h�X�^�œ�w
��U	B�‡�”�{ �<�l�o�R�o�z�Ù	t�w���^�œ�q�Ì�µ���p	ï�P�›�Ð�g�b�”�j�•�l�q
��M
ú�t	Z�”���i�Z
�S�y�K�j�Œ�œ�t �� �=�w� �r�‹�›�,�T�l�o�‹�’�l�h�{

�®�K�”�Ì�µ�æ�l�j�Œ�l�h�‘�”�”�”�¯�p�°�é�°�é�b�”�{

�ô�Í
\�U �������� �w�Ì�µ�t	Ð�“�h�M�U�z�������� �t�æ�l�o�H
�p�x�s�X�Ì�µ���p�)�§�b�”

�“�Ä�T�’�<�l�o�V�o�z�‡�i�•�”�\�q�U�’�l�o�M�”�U�z
�H�t�“�Ä�›�Ë�j���ˆ�h�X�s�M�w�p�z�Ì�µ���p�“�Ä�›
�T�h�c�Z�”


S�0�M�²�w�Ì�µ�t	Ð�”�Ù	t�w���^�œ�q�é�U
]�“	Í�U�l�o�`
�‡�M�Ì�µ�› �� �Š�_
ù�l�h

�Ì�µ�þ�w�H�w�S�y�K�j�Œ�œ�U
�¡�w�Ì�µ�þ�w�S�y�K�j�Œ�œ�H�›
��v�”

�i�w�K�”�K�w�H�x�z	_�t�s�”�q
��U�h�X�^�œ	B�‡�”

階段を上がるおばあちゃんを助ける

バス亭でまき起こる日常
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好き勝手色付ける
住民に所有されたバス亭
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